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 １１月になり、朝晩の冷え込みが増してきました。早宮小で

は、休み時間には校庭に出て鉄棒やボール遊びなどで元気に遊

んでいる子供たちも多くいます。その一方で、マスクをして、

咳をしている児童も増えてきました。 

“子供は風の子”「かぜ」や寒さなんて吹き飛ばして、元気に

冬を乗り越えましょう。 

 



 

 

１０月の保健室は、腹痛の児童が多くいました。学校で見られる腹痛は、 

「体の冷え」と「（おなかのカゼ、胃腸炎などと呼ばれる）細菌やウイルスの 
感染」などによるものが多いです。 

本校にもいますが、上半身はシャツ１枚のみで下着を着ていないことで、体（特におなか）を

冷やし、体全体が冷えて、体調を崩すことも多くなります。しっかり下着を着て、それをズボン

やスカートの中に入れたり、腹巻き（最近は薄地の物もあります）なども利用したりして、   

おなかを冷やさない工夫をすると寒くても元気に過ごせます。 
また、寒くなると、手洗いの回数も減ります。知らず知らずのうちに、手に付いた 

バイ菌を食事などで体内に取り込むと、腹痛や下痢などの症状を引き起こします。 

さらに、手洗いの後に汚れた洋服やズボンで拭くと、せっかく手洗いしても、また手

にバイ菌が付いてしまいます。そのため、石鹸や流水を用いたこまめな手洗いと、

清潔なハンカチで拭くだけで腹痛予防に繋がります。 

 

 

また先月、2年 2組の授業

で「かむかむメニュー」とい

う話の際に、『かむことの効

果㊤・唾液
だ え き

（つば）の働き㊨』

などの話をしました。食中毒

予防や、消化・吸収を良くす

るために、 みなさんも、

一口３０回 を 目 標 に  
しっかりよく噛んで食べる

ようにしましょう。 

 

11月の保健目標 

歯を大切にしよう  

● 秋期歯科検診の結果 
春期歯科検診でむし歯のあった人

は１８名で、９月末までに治療が

終わった人は７名、治療がすんで

いない人は１１名でした。 

10月25日の歯科検診では、むし

歯のあった児童は、１年生３名、

２年生１１名、３年生４名、４年

生２名、５年生１１名、６年生３

名、合計３４名でした。全校児童

でむし歯のある人の割合は６％で

した。引き続き「むし歯ゼロ０」

を目指して、早めの受診・治療、

歯磨きを心掛けましょう。 
 

 

 

先 月 の 保 健 室 か ら 

 


